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【目的】抗インフルエンザウイルス薬として、オセルタミビルやアマンタジンが
用いられているが、高頻度に使用されるため耐性ウイルス株の出現が大きな問題
となっている。我々は、新たな抗ウイルス作用を有する物質を検索しており、こ
れまでに、ヒトサイトメガロウイルスに対して抗ウイルス効果を示す 4’, 5, 

7-trihydroxy-3’, 5’-dimethoxyflavone (tricin) を見出し報告してきた。本研究では、こ
の tricinのインフルエンザウイルス (Flu) に対する抑制効果について検討した。【材
料と方法】Tricinは、有機合成されたものを用いた。細胞は、イヌの腎臓細胞であ
るMDCK (Madin-Darby Canine Kidney) 細胞を、ウイルスは、ワクチン株の A型 Flu 
2種類 (H1N1, H3N2) と B型 Fluを用いた。ウイルスの定量は、plaque assayによ
り行った。抗ウイルス作用を示す tricin濃度の確認のため、yield reduction assayを、
ウイルス複製過程における tricinの作用時期を調べるため、time of drug addition test

を行った。また、感染細胞内のウイルスタンパク質の発現を観察するために、
Western blot analysisを行った。【結果と考察】Yield reduction assayの結果、tricinは
1～30 Mの範囲で、濃度依存的に A型および B型 Fluの産生を抑制した。また、
time of drug addition testから、少なくとも感染後 3時間までに tricinを添加した時
に、ウイルス増殖抑制が観察された。Western blot analysisにより、HAタンパク質
と Mタンパク質の合成を抑制することが確かめられた。さらに、アマンタジン耐
性ウイルスに対しても、感受性ウイルスと同様に tricin濃度依存的にウイルス産生
抑制効果が観察された。以上の事から、tricin は抗 Flu 作用を示し、その機序とし
て少なくとも HAや Mがそのターゲットと考えられ、アマンタジンとは異なる作
用点を持つことが示唆された。詳細について、さらに検討中である。 


